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新たな農資源ゲットウを利用した新規抗植物ウイルス剤の創製 
 
１ 代表機関・研究統括者 

岡山県農林水産総合センター 生物科学研究所 畑中 唯史 
 
２ 研究期間：令和２年度～令和４年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

本提案では未利用農資源である月桃由来の抗ウイルス活性物質を利

用して安心安全かつ高性能な抗植物ウイルス剤を創製し、育苗及び圃

場栽培における作物のウイルス感染を防止する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① 新規抗植物ウイルス剤の社会実装に向けたプロトタイプの開発 

月桃由来抗植物ウイルス成分の構造と機能を明らかにし、本物質

を主成分とした抗植物ウイルス剤プロトタイプを創製する。 
（岡山県農林水産総合センター生物科学研究所） 

② 新規抗植物ウイルス資材の評価と実証試験 

月桃由来抗植物ウイルス資材の適用病害範囲の検証と圃場レベル

における防除効果を試験する。 
（琉球大学農学部、農研機構九州沖縄農業研究センター） 

③ 新規抗植物ウイルス剤の開発 

新規抗植物ウイルス剤の開発に向けた実証試験及び、マーケティ

ング調査を行う。 
（石原産業中央研究所） 

 

５ 達成目標 

月桃由来抗植物ウイルス成分の簡易、低コストかつ大量製造法を開

発する。また、実用作物等を用いた防除効果の評価を行い、その適用

範囲を特定して抗植物ウイルス剤のプロトタイプを創製する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

本成果による抗植物ウイルス剤が実用化されることで、育苗期、定

植期、生育期ならびに収穫期の全期間を通して、様々な種類の植物ウ

イルスの感染を回避でき、作物の安定生産に貢献する。 

 
【連絡先 岡山県農林水産総合センター 生物科学研究所 0866-56-9450】 
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